
（別紙３）

○事業所名 社会福祉法人 偕倖社 こどもデイサービスセンター「ゆうゆう」 （放課後等デイサービス）

○保護者評価実施期間 ～ ８年 １月 ３１日

○保護者評価有効回答数 （対象者数） 23 （回答者数） 10

○従業者評価実施期間 ～ ８年１ 月２３ 日

○従業者評価有効回答数 （対象者数） 7 （回答者数） 7

○事業者向け自己評価表作成日

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

利用児が求める内容を現実的に取り組めるように配慮を行う

2

ビジネスライン等を使用しいち早く様子が伝えられるように
取り組む

3

支援の工夫や対応方法を共有し丁寧なサービスにつなげる

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

児童クラブや児童館と交流の機会を持てるよう計画する

2

市内にある公園などを利用し戸外の活動を増やしていきたい

3

８年 １月 ５日

８年 ２月 ２０日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

８年 １月 １０日

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

地域支援としての児童クラブや児童館との交流や地域のほかの
こどもと活動の機会が不足している

時間帯の関係で地域との交流の機会を確保することが難しい

戸外での活動において適した環境が少ない 屋外の環境の整備がない。近隣の戸外には道路が面していて事
故につながるリスクが高い

利用児が安心して楽しく過ごせる環境づくり 無理のないスモールステップをこころがけ一人ひとりがチャレ
ンジできる環境を整えることで、自己肯定感を育む
環境面では、落ち着いて過ごせるスペースを設け、こども一人
ひとりに寄り添える環境で支援を行っている

保護者との連携・信頼関係の構築 連絡帳や送迎時の短時間でも利用児の状況を丁寧に伝達できる
ように心がけている

利用児一人ひとりに寄り添った丁寧な個別支援 職員の資質と対応力を高め専門的な支援を実施するためにスキ
ル向上を目指し研修の機会を設けている
支援に必要な会議やミーティングを常に行い支援方法を検討し
たり支援内容を共有している
専門的支援実施加算の訓練士による個別の支援を行っている

事業所における自己評価総括表公表


